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・1975年5月5日 生まれ 埼玉県北足立郡伊奈町出身

・埼玉県立大宮高等学校卒

・芝浦工業大学 工学部 機械工学第二学科卒

・元N T T社員（7年）

・元新宿区職員（保育士として17年）

・4人の子育て中

皆様のご意見・ご要望をぜひお寄せください。

連絡先
区議会控室
板橋区板橋2-66-1-10階
TEL : 03-3579-2719  
FAX 03-3579-2737
 
くまだ智子事務所
板橋区蓮沼町22–３
Mail：tomoko.kumada@gmail.com 
TEL：080-6346-6591
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くまだ智子
立憲民主党 板橋区議会議員

ともこ

子どものことから はじめよう！

板橋区議会では5月に新しい所属委員会が決まります。4年間の任期の最終年の今年

は、常任委員会は「企画総務委員会」、特別委員会は「DX推進調査特別委員会」

に所属することになりました。 板橋区では、今年度から今後10年を見通した2035年

までの新たな計画の1年目が始まる重要な年です。

企画総務委員会では災害対策や情報政策、絵本のまち板橋など、私が関心を持って取

り組んできたことも扱います。 また、DX推進調査特別委員会は、デジタル技術を活用

して区政の効率化を図り、より迅速で利便性の高い区民サービスを実現するための重要

な役割を担っています。これまでの経験を活かし、時代の変化に合わせた先進的な自治

体づくりに向けて、精一杯努めたいと思います。

区役所内の部としては、政策
経営部、総務部、危機管理部、
会計管理室、選挙管理委員会事
務局、監査委員事務局、区議会
事務局が該当します。

区政全般の計画や、契約、男
女平等、災害対策、情報政策な
ど、幅広く取り扱う区政の根幹
に関わることを審査、調査する
委員会です。

新しい所属委員会が決まりました

YouTube「くまチャンネル」で板橋区政についてお知らせしています

くまちゃんのいたばし3分トーキング
https://www.youtube.com/@tomokokumada

板橋区政の話をもっと身近に感じていただけるよう、YouTubeチャンネル

「くまチャンネル」で動画を発信しています。「子どものことからはじめよう！」をテーマに、

子育て・教育を中心とした板橋区の最新情報を短い動画で分かりやすく解説したシリーズ、

「くまちゃんのいたばし3分トーキング」などを展開しています。

チャンネル登録をして、私と一緒に板橋の未来を考えていきませんか？

ぜひ、右記のQRコードからご覧ください！

YouTube

企画総務委員会とは？

対象範囲が広い
委員会です



右記のQR コードを読み込み、
必要事項を入力してください

８月２２日（土）
14:00〜16:00（13:45 開場）

子どものことから
はじめよう！

主催
くまだ智子

板橋区議会議員
芝浦工業大学卒
元NTT東日本社員・元保育士
4人の子育て中

日時

場所 清水地域センター
レクホール（板橋区泉町16-16）

「子ども政策」と一言で言っても、ダイレ
クトに子どもに関わるものから、広く区政全
体に関わるものなど様々です。また、政治だ
けでは実現できないこともあり、多様な団体
や関係者と協力していく必要があります。

今回はゲームを通して意見交換をしながら
それらを体験し、皆さんと一緒に考える学習
会です。

ファシリテータ
中田圭

株式会社パズルステージ代表
自治体版SDGsゲーム等を開発

ゲスト
あくつ幸彦

前衆議院議員
都立北園高校卒

内容

入場無料・途中入退出自由・お子さんとの参加歓迎・当日受付けも可能

事前の
お申し込みは

こちらから

議会報告（企画総務委員会）

〜修学旅行費・移動教室費の無償化〜 〜補助教材費の負担軽減〜

〜災害時でも確実につながる学校連絡体制へ〜

要望・提案

板橋区立小中学校では、欠席連絡は原則として学校ホームページから行います。令和8年6月3日に関東を通過した

台風6号では、アクセス集中により一部の学校で簡易版ホームページが表示され、欠席連絡フォームが利用できない事

例が発生しました。

災害時に学校と家庭が子どもの登校状況を確認できなくなることは、安全確保の観点から重大な課題です。このため、

教育委員会に対し、災害時でも安定して利用できる連絡体制への改善を求めました。

近年は台風シーズンの長期化など自然災害のリスクが高まっています。

非常時にも確実に機能する仕組みづくりを、今後も求めていきます。

子育て世帯の経済的負担を軽減するため、修学旅行費・移動

教室費の無償化が始まります。家庭の経済状況にかかわらず、

子どもたちの学びや体験の機会を守る大変意義のある施策で

す。私は積極的に評価しています。

一方で、制度が変わることで学校現場には新たな課題も生ま

れます。これまで参加を見送っていた不登校の児童・生徒が、

費用負担がなくなることで参加を検討しやすくなることは望ま

しい変化です。しかし学校では、当日急に不参加となることを

考慮しながら班編成や引率体制を準備する必要が発生します。

そのためか、事前学習への参加を実質的な条件とするような動

きも見え始めています。

無償化そのものには大いに賛成ですが、その運用によって不

登校の児童・生徒が参加しづらくなったりすることがあっては

なりません。学校現場の声を丁寧に聞きながら、制度の趣旨を

損なうことなく、誰一人取り残されない運用となるよう、教育

委員会に十分な配慮を求めました。

板橋区では、小中学校で使用するドリルや資料

集、理科実験教材などの補助教材費の一部補助を開

始します。家庭の負担軽減に資する施策として大い

に評価しています。

しかし懸念される部分もあります。補助額は区内

の小中学校の教材費の実態を調査し、高額な学校を

基準として各学校へ配分されるため、「上限まで活

用しよう」という意識が働き、教材費全体としては

増加するおそれもあります。

保護者負担が税負担に変わるということもあり、

総額そのものが膨らむことがないよう、制度の運用

には十分な検証が必要です。文部科学省が推奨して

いる教材の備品化を進め、繰り返し使用できる教材

を増やすことで、教材費そのものを抑える取組につ

いても併せて検討するよう求めました。

ともこと学ぼう！子どものこと7


	スライド 1
	スライド 2

